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ゆん叩ん
｢心を安全に保つために」

校長 松平 康隆

洗車雨（せんしやう）、催涙雨（さいるいう）、梅雨どきの七月には、雨を

表す言葉がたくさんあります。しばしば全国に被害をもたらす台風は心配です
が、梅雨らしい雨の日のおかげで、今年は例年のこの季節よりすごしやすいよ

うにも感じます。

先日、栃木県内で発生した匿流（トクリュウ・匿名流動型犯罪組織）による
票市教委・細川教育長より、闇バイトの危険性や困ったときには相談窓口があ
灌かな情報に惑わされないようにとの注意喚起がなされ、今後誰一人として、

事件の際には、相模原市教委・細川教育長より、闇バイトの危険性や困ったときには相談窓口があ
ること、そして、不確かな情報に惑わされないようにとの注意喚起がなされ、今後誰一人として、

被害者にも加害者にもしないという強いメッセージが出されました。
最近、学校ではあらゆる場面をとらえて、あいさつができること、身のまわりの整理整頓をする
ことの大切さを伝えています。なぜなら、それは一人一人の生活を平和に保ち、他者を思いやり、

自分自身を律し、世の中の危険なことから自らを遠ざけるために、最も基本的で、とても大切なこ
とだと考えているからです。

あいさつは「挨拶」と書きますが、どちらも「押す（推す）」という意味をもつ字です。つま
り、気持ちの良いあいさつをかわす関係を築くということは、「人の心を推し量り、思いやること

ができる関係」にあることを意味します。お互いが心を開き、思いやりをもって接し、身のまわり
を整然と保ち、美しい環境を整えることができるなら、闇バイトのような危うい環境に身を置き、
身勝手な理由から罪の無い他人を傷つけようなどという常軌を逸した思いを抱くこともないでしょ
う。そして、何か困ったときには、互いに関心を示して、助け合うこともできるでしょう。

学校や地域社会には、子供たちをそうした大人に育ててあげなければならない責任があります。
複雑化・高速化した現代社会では、多くの場面で相応のコミュニケーション能力が求められま
す。より速く、より効率的にということばかりが先行すると、気付かないうちに私たちの心は斜谷

を失い、不安が募り、人を思いやることなどできなくなります。AIや情報機器を巧みに操る力も確
かに大切ですが、それより先に、人として生きる大前提として、他人の心をしっかりと受け止め
て、思いやる力を身につけなければなりません。だからこそ、あいさつと整理整頓なのです。追い
詰められて心が塞ぎ込む日があったとしても、となりにいる家族や友人とあいさつを交わすことで
救われることもあるでしょう。雑然とした環境に居づらさを感じてきれいに保とうとする気持ちが
あれば、心も救われて平静を取り戻すことができるでしょう。 氷

髻蒸篭鰯藻藍響雷蒸蕊議’
ときには、「これはきっと大切なことなのだ」と、謙虚に受け止めることを
忘れずにいてください。
もうすぐ､夏休みです。学校を離れ、自分のことに使える時間も多くなります。事故や怪我には

注意して、どうか安全にすご､してください。特に、水の事故や交通事故は心配です。
軽はずみな行動が思わぬ危険を招かぬように、いつときの楽しさのために我を忘れてしまわぬよ
うに、いつでも大切な人たちが、生徒の皆さんの無事の帰りを待っていることを忘れないでくださ
い。

やがて梅雨も終わり、今年も暑い舅本番がやってきます。生徒の皆さんがそれぞれに自律した生
活を送っていることを願いつつ、実り豊かな2学期に思いを馳せる、私もそんな夏をすごしたいと
思います。2学期が始まったときにはまた元気な顔で、夏休みの成果を聞かせてほしいと思います。

七夕前日に、彦星が織姫に会うために乗る牛車を洗う水力雨となって降るという言い伝え。
七夕当日の昼間に降る、雨により会えなくなった織姫と彦星が流す涙、あるいは、再会を果たしたあとの夜に降る、別れの涙
が雨となって降るという言い伝え。

※洗車雨
※催涙雨
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＜第ユ回定期テスト＞
6月10日（水）～12日（金）に、第1回定期テストを行いました。1年生は、初めての定期テスト

でした。緊張の中、取り組んだ成果が発揮できるよう問題に向かっている姿が見られました。
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＜相中祭総合開会式＞
6月19日（金）に、令和8年度相中祭総合開会式を行いました。各クラスの実行委員が抽選を行い

文化の部の合唱発表順と体育の部のブロック色が、歓声の上がる中決まりました。

今年度のスローガンは『空前絶後 ～百花の先へ～」です。
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＜3年生 修学旅行＞
6月20日（土）～22日（月）の2泊3日で、奈良・京都への修学旅行に行ってきました。実行委

員長の言葉の中に「自治力を高めてほしい」とありました。仲間と協力して様々なことを乗り越え

更に大きく成長できた3日間になりました。

修学旅行今年度のスローガンr－張一弛 ～最高の思い出にしよう～』
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